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第9回鎌倉市本庁舎等整備委員会
【市民対話の実施状況について】

令和3年12月23日



■市民対話の実施状況
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実施期間：2021年3～10月

参 加 者： 公募市民38名（延べ参加人数 116名）

概 要：全5回のワークショップを通して、新たな本庁舎と市役所現在地のあり方を考え、想いを

伝える媒体としてポスターを制作

目 的：公共施設や公共サービスのあり方について、「わたしにとって」ではなく「わたしたちにと

って」という視点で話し合い、市民の協働、共創への主体的な参加を促進。対話の中から

得られたキーワードや文脈から公共施設に求める市民の意識を考察

③ワークショップ

②フォーカスグループインタビュー

①フィールドワーク

実施期間：2021年2～4月

実施団体：子育て支援団体、図書館利用団体など７団体

概 要：市内在住の方や市内で活動する団体に、グループ単位でインタビューを実施

目 的：インタビューの内での発言や態度などを分析することで 、アンケートなどの定量調査

では捉えきれないそれぞれのコミュニティの地域との関係性や各人の潜在意識、深層

心理や発言の文脈などを把握し、公共施設や公共サービスに対する利用意識 ・ 利用

行動を考察

実施期間：2021年4月

実施施設：本庁舎、支所（腰越、深沢、大船、玉縄）、図書館（中央、腰越、深沢、大船、玉縄）、

学習センター（鎌倉生涯、 腰越、深沢、大船、玉縄） 、鎌倉市福祉センター 計16施設

概 要：各施設で約１時間の現地調査を実施し、利用者の行動をマップに記録

目 的：本庁舎を含む公共施設の現場(フィールド)に立ち、利用者の行動を観察・記録。

利用者の行動と環境の関係から、施設やエリアの場所としての可能性や課題を

考察
利用者行動マップ

インタビューの様子

ワークショップの様子



■ワークショップの実施状況
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日 時 ：2021年3月20日（土） ＠オンライン開催

参加人数：32名

概要：グループにわかれ、 「新たな本庁舎」と「鎌倉市役所現在地」の
２つのテーマに関して対話を実施

日 時 ：2021年4月17日（土） ＠オンライン開催

参加人数：31名

概要：前回対話を行った２つのテーマに対して“わたしたちにとって”
という視点で対話を実施

日 時 ：2021年5月16日（日） ＠オンライン開催

参加人数：22名

概要：これまでの対話内容を伝えるためのポスターづくりに向け
て、「ポスター計画書」を作成

日 時 ：2021年7月11日（日） ＠現地開催

参加人数：18名

概要：ポスター計画書をもとに、各グループでポスターのラフ案を
作成。大切にしている想いや、伝えたいメッセージを抽出、整理

日 時 ：2021年10月24日（日） ＠現地開催

参加人数：13名

概要：これまでの対話を振り返り、メッセージが伝わるポスターに
なっているか、写真やテキストを調整

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回



■ワークショップの成果品（ポスター）※写真等一部調整中 Aグループ

新庁舎 現在地

※ポスター編集中 4



Bグループ

新庁舎

※ポスター編集中

■ワークショップの成果品（ポスター）※写真等一部調整中
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現在地



Cグループ

新庁舎

※ポスター編集中

■ワークショップの成果品（ポスター）※写真等一部調整中
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現在地



Eグループ

新庁舎

※ポスター編集中

■ワークショップの成果品（ポスター）※写真等一部調整中
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現在地



Fグループ

新庁舎

※ポスター編集中

■ワークショップの成果品（ポスター）※写真等一部調整中
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現在地



■市民対話の考察（ワークショップ）

ワークショップからみえてくるポイント
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1. 多世代の暮らしに寄り添った交流の場

2. 観光・地域経済との交わり

3. 利用者にも職員にも使いやすい環境

1. 観光と暮らしの共存となる交流の場

2. 歴史文化の発信

3. 安心できる行政窓口機能

■市民対話の考察（ワークショップ）
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新庁舎

現在地

ワークショップからみえてくるポイント



■市民対話の考察（フィールドワーク、グループインタビュー）

1. 目的以外でも会話があり、コミュニケー
ションを希求している（主に高齢者）

2. 本庁舎の現在地の立地の良さもあり、場
所としての認知が確立されている

3. 本庁舎は適切な機能配置ができていな
い課題があり、社会変化に合わせてレイ
アウトを変更できる柔軟さが必要

4. どの世代にとってもくつろげる居場所
が求められている

5. 図書館は静かな場所として利用が限定
されている

6. どの施設内も膨大な情報の掲示・配置が
あり、情報の整理・デザインが必要

7. オンライン手続きへの不安があり、デジ
タル弱者へのサポートが必要

1. 「鎌倉らしさ」が漠然としたものであり、「鎌
倉」を象徴するものが、世代やコミュニティ
によって多様化している

2. 地域に愛着をもち、積極的に関わりたいと考
える人材が豊富であることがうかがえる

3. 地元民にとっては、にぎわいよりも日常生活
を取り戻すことが大事だと感じている

4. 公共の施設やサービスに対してシステマ
ティックで 冷たい印象を感じている

5. コミュニティ内の関係性はオープンだが、コ
ミュニティを超えた関係性は希薄である

6. 災害と隣り合わせの地域であることを自覚し
ているが、充分な備えが出来ていないため
不安に感じている
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フィールドワークからみえてくるポイント グループインタビューからみえてくるポイント


